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※�が෇されている໊শはニνアスʢגʣのొ࿥঎ඪです。

資源循環

軽量化
NOAフロアは༼ܥۀの当社従来製品と比較して��%ܰ量化しました。
建築෺そのものをܰ量化することにより、τʔλϧίετの削減にͭながります。

NOAフロアの芯材であるύʔςΟΫϧϘʔυは原ଇ
100%廃木材からなるϦαΠΫϧ材を使用しています。
建築廃材を༗効ར用することで॥ࡁܦ؀の࣮ݱにݙߩします。

ενʔル΢ουίΞ੡

�ʮχνΞε�/
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0"ϑϩΞ�ʯ

΁ͷ負荷Λ減Β͠ɺڥ؀
࣋ଓ可能ͳ฻Β͠Λ͑ࢧΔɻ
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CO2排出量削減

炭素固定化

NOAフロアは当社従来製品と比較して原材料調達から廃棄までにかかる
CO2排出量を25%削減した製品です。

芯材に木材を使用することで木材が吸収した二酸化炭素を固定化することができます。
使用量の多い建築資材だからこそ、固定化による削減効果は大きなものとなります。

NOAフロア1枚あたりのCO2固定化量：5kg-CO2

ενʔル΢ουίΞ੡

�ʮχνΞε�/
㈐ ㇢

0"ϑϩΞ�ʯ

΁ͷ負荷Λ減Β͠ɺڥ؀
࣋ଓ可能ͳ฻Β͠Λ͑ࢧΔɻ

当社従来品

ＮＯＡフロア

25%
削減

製造時排出CO2削減量：10kg-CO2/m2
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原材料
調達 生産 施工現場 廃棄

用࢖生材Λ࠶負荷ͷগͳ͍ڥ؀
੡品のίア材に࠾用している木質材は、ॅ ୐ղମ時の
廃材から੒型されたνップをݪଇ100ˋ注1使用。それらを
ボーυ੒型してできた、ڥ؀ෛ荷のগない材ྉから作られ
ています。また、支持脚に取り෇けるPP੡थࢷ部材΋࠶
生材を使用しています。

注1ɿ木質材のڅڙ状گにより、変動する可能性があります。

�.
負荷ͷগͳ͍੡๏ڥ؀
電気のみを使用する生産方式で、ഉΨスなどが発生�
しません。ڥ؀ෛ荷のগない生産方式を࠾用しました。

�.

χνΞε�/0"ϑϩΞ�͸ɺ
軽量Ͱڥ؀負荷ͷগͳ͍ɺ
৽͍͠ϑϦʔΞΫηεϑϩΞɻ
ங廃材ͳͲΛ利用ͨ͠ίΞ材Ͱݐ
に഑ྀͨ࣍͠ੈ୅ͷڥ؀
ΦϑΟεϏルݐங͕࣮現Ͱ ·͖͢ɻ

4　 　ニチアス NOAフロア®



原材料
調達 生産 施工現場 廃棄

軽量パネルにより負荷低減
当社従དྷ੡品ʢニνアスシグマフロアʣより36ˋܰ量に
なった͜とで、養生設උɾ施工作業のෛ荷を低ݮ。�
また、システム重量΋ܰ量Խしۥ、 ମへのෛ荷΋ݮらし
ました。

3.
現場回収廃材も利用可能
場で発生する養生合板や型࿮合板などの木質廃ݱஙݐ
材をճऩ。その後νップԽ、ίア材ボーυへの࠶資ݯԽ
を経て、࠶び/0"フロアとしてݱ場にೲ入する と͜΋
できます。

4.

施工 ʢྫタイルカーペット敷設ʣ

施工 ʢྫ表面仕上げ材ແしʣ
※表面仕上げ材は必ず使用してください。
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ΞΠςϜ੡඼Χλϩά

ύωϧ

٭࣋ࢧ

੡品ίア材として強度のߴいパーティクルボーυを࠾用し、߯ 板で表ཪ面をカバー。
許容集中荷重ʢ୹期荷重ʣにより、3000/、5000/の２グレーυからબ୒できます。

支持脚はඪ準脚とボーダー脚をご用意し、仕上がߴり さは50̼̼ から300̼̼ までラインアップ。
ඪ準防錆処理は、電気ѥԖメッΩʢ三Ձクロメート処理ʣを࠾用しています。

ボーダー脚ඪ準脚

仕上がߴり さ注1ʢmmʣ ඪ準脚 ボーダー脚

50 �5&/0"50/ �5&/50

60 �5&/0"60/ �5&/60

�0 �5&/0"�0/- �5&/�0

90 �5&/0"90/-

�5&/90�120100 �5&/0"100/-

125 �5&/0"125/-

150 �5&J/0"150/-

�5&/150�2001�5 �5&J/0"1�5/-

200 �5&J/0"200/-

225 150&/0"225/

&225�300
250 150&/0"250/

2�5 150&/0"2�5/

300 150&/0"300/

注1ɿ設計上の数஋となり、実施工ではෆ཮に配慮する必要があります。

छྨ٭࣋ࢧ

グレーυ パネルタイプ 開ޱ 許容集中荷重
ɿ୹期荷重ʢ/ʣ

許容積載荷重
ɿ長期荷重ʢ/ʣ

ްみ
ʢ̼̼ ʣ

サイζ
ʢ̼̼ ʣ

パネル重量
ʢLH�枚ʣ

3000/
0 なし

3
000 2
000 21�3

パネル
˘�9��5
モジϡール
˘500

5�5
P, あり

5000/
近日発売予定

0 なし
5
000 3
300 2��5

パネル
˘�9��5
モジϡール
˘500

��0
P, あり

※੡品面に੡଄上で生じるখさなスジやࠟなどが発生する͜ とがありますが、੡品性能上問୊ありません。
※ロットにより表面性状がҟなる͜ とがあります。

ύωϧ༷࢓

ロックプレート

ロックベース

ストップボルト

ベースプレート

グレーυ 3000/ 5000/
パネルタイプ 0 P, 0 P,

外؍

クッション材
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3000/用
',3�"

5000/用
',5�0

ϑαΪ൘

ΞΠςϜ ੡඼Χλϩά

P,タイプで配線切りܽ きのある開ޱフサギ板。3000/用と5000/用の2छྨをご用意しています。

Φϓγϣϯ඼

ʲ٭࣋ࢧʳ
˙セΩϡリティタイプ
ɹಛघネジによってパネルをロックするシステムです。
ɹ�通常のυライバー、࿡֯レンνでは開閉できないため、セΩϡリ
ティー性をߴめます。

˙ウィスカରԠ
� �ѥԖウィスカ注1ରࡦとして⼀般的なニッέルメッΩ処理を施した
支持脚です。

注1ɿ�ѥԖウィスカ�電気ѥԖメッΩ部から発生するಋ電性を༗すώή状結থで、
ίンϐϡーター機器にӨڹを及΅すとݴわれています。

ʲઐ༻Ξοϓίϯηϯτʳ
�。式ձ社5&3"%"様のアップίンセントがP,パネルにରԠしますג�˙
ઐ用アップίンセントの取り෇けに必要な床下ۭ間は、65mm以上です。

取෇可能アップίンセント

֖閉

$&$�0000

֖開

$&&�0000

パネル取෇ྫ

ウィスカରԠセΩϡリティタイプ

近日発売予定
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荷重
お΋り

ྵ఺設定ʢෛ荷લʣ ෛ荷 変ܗଌ定ʢෛ荷後ʣ

表面仕上げ材 車輪

変Ґଌ定器

࠲ٿ

荷重

加ѹࢠ

࠭袋

加撃

表面仕上げ材

グレーυ 所定荷重 載荷఺ 所定荷重時の変ܗ量 ܗ留変࢒

����N 3000/
ऑ部࠷ 5mm以下 3mm以下

����N 5000/

֤छੑݧࢼೳݧࢼ

੩ՙॏݧࢼ

˙準֨نڌɿ+*4�"�1�50ɿ2021
にࢠ方法ɿ�パネル�۱を所定の支持脚で支持し、φ50の荷重ݧࢼ�˙

て所定荷重を載荷。所定荷重時の変ܗ量と࢒留変ܗ
をଌ定します。

グレーυ 載荷఺ ܗ留変࢒

����N
ऑ部࠷ 3mm以下

����N

িܸݧࢼ

˙準ڌ基準ɿ+*4�"�1�50ɿ2021
φ190ɾܘ方法ɿ�パネル�۱を所定の支持脚で支持し、ఈ面ݧࢼ�˙

重量20LHの࠭袋を�0Dmの ܗ留変࢒、さから加撃しߴ
をଌ定する。

グレーυ 載荷఺ ܗ留変࢒

����N
ऑ部࠷ 3mm以下

����N

ϩʔϦϯάϩʔυݧࢼ

˙準ڌ基準ɿ+*4�"�1�50ɿ2021
ߗ、150mm、෯�0mmܘ方法ɿ�ウレタンඃ෴Ωャスターʢ௚ݧࢼ�˙

さ�5)4以上ʣに、1
000/をෛ荷させて、10
000ճ
ʢ5
000ԟ෮ʣ૸⾏させます。

「+*4�̖ �1�50ɿ2021」より抜ਮ

「+*4�̖ �1�50ɿ2021」より抜ਮ

「+*4�"�1�50ɿ2021」より抜ਮ
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電ۃ

ଌ定૷置

઀着剤

؇衝板

ίンクリートฏ板など
ΰムઈ縁板

઀地ಔ板

ଌ定૷置

表面仕上げ材

઀着剤

ಔ板
ΰムઈ縁板

ίンクリートฏ板など

઀地

೩ྉ容器

表面仕上げ材

離ڑମと೩ྉ容器とのݧࢼ

ίルク板

支持台

30
ʶ
1

基台

2
500
620

モータ

620

1

00
0

表面仕上げ材
加଎度計

߶性のߴい部材
お΋り

加଎度計

ίンクリートฏ板など

೩মݧࢼ

˙準ڌ基準ɿ+*4�"�1�50ɿ2021
方法ɿ�パネル下部で೩মさせ、೩ྉが೩えਚきたときからパネルݧࢼ˙

のԌがফえるまでの時間をଌ定します。

֤छݧࢼ ੑೳݧࢼ

グレーυ Ԍ時間࢒

����N
0ඵ

����N

ଳిੑݧࢼ

˙準ڌ基準ɿ+*4�"�1�50ɿ2021
定するଌ定૷置を使用し、表面仕上ن方法ɿ�+*4�"�1�55にݧࢼ�˙

げ材を敷設したパネル上面とアースの࠷⼤帯電電Ґと
൒ݮ時間をଌ定します。6஋の計算は+*4�"�1�55に
。定する計算式を用いますن

グレーυ パネル表面 6஋

����N タイルカーペット
6�5mm 0�6以上

����N

࿙͍͑఍ݧࢼ߅

˙準ڌ基準ɿ+*4�"�1�50ɿ2021
。஋をଌ定します߅方法ɿパネル上面とアースの఍ݧࢼ˙
˙ଌ定৚݅ɿ�電ѹ5007ෛ荷、Թ度20ʶ5ˆ、࣪ 度30ʶ10�3)

グレーυ パネル表面 ࿙えい఍߅஋ʢЊʣ

����N
表面仕上げ材なし 1�0×106以上

����N

ৼಈݧࢼ

˙準ڌ基準ɿ+*4�"�1�50ɿ2021
2
)上部に所定重量の਴を載せて、1ݧࢼ�方法ɿݧࢼ˙)[
3೾のਖ਼

。೾で加振しますݭ

グレーυ ਴の重量 ධՁ

����N 200LH
パネルの脱落がない と͜

����N 350LH

「+*4�̖ �1�50ɿ2021」より抜ਮ

「+*4�̖ �1�50ɿ2021」より抜ਮ

「+*4�̖ �1�50ɿ2021」より抜ਮ

「+*4�̖ �1�50ɿ2021」より抜ਮ
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ඪ準脚 ボーダー脚

ボーダーパネルʢ同質材カットʣ
アルミテープʢカット面ඃ෴ʣ

ඪ準パネル 表面仕上げ材

50
0

20
0

70
0 20
0

40
060
0

Ϙʔμʔ෦ͷ施⼯

施⼯அ໘ਤ

औΓ߹͍ྫ施⼯要領

ඪ準施工断面ਤは下記の通りです。

˙�/0"フロアは同質材をカットしてボーダー部をೲめる͜ とが出དྷま
す。
˙�切断面はバリを取り除き、アルミテープでඃ෴します。
˙�壁との取り合いลは、2～�mm程度の隙間をۭけるか、必要にԠ
じてバッΩング剤をパネルଆ面に貼り෇けます。
˙�パネルはؙϊίやバンυιーにてカットします。
˙�ボーダー෯が150mm以下の場合には、１ྻ 分のパネルを除去し、
パネル２枚をカット。パネル෯が150mm以上となるようにೲめてく
ださいʢ下ਤ参照ʣ。カットパネルは耐力が低下しますので、必要
にԠじて補強脚を設置してください。ΨタπΩ防止のため、補強
脚はパネルཪ面から1mm程度ۭ間をۭけて設置してください。

補強脚標準脚

パネル

パネルと補強脚の間は１mm程度空間
を設けて設置します。
※ガタツキ防止のため、パネルがたわん
　だときに接触して補強します。

ボーダー෯が150mm以下となる場合には、1ྻ⼿લのパネルを取り
除いておޓいのパネルカット෯が150mm以上になるようにしてください。

壁

1ྻ⼿લをカット
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ボーダー脚 ඪ準脚

ボーダーパネル

表面仕上げ材
表面仕上げ材

スロープʢ߯੡下地ʣ

アルミテープʢカット面ඃ෴ʣ

ίンクリート用タッϐングビス

ボーダー脚

表面仕上げ材

ඪ準脚
ボーダーパネル
ʢ同質材カットʣ ඪ準パネル

表面仕上げ材

ίンクリート用タッϐングビス

アルミテープʢカット面ඃ෴ʣ

ボーダー脚 ඪ準脚
ボーダーパネル
ʢ同質材カットʣ ඪ準パネルඪ準パネル

ίンクリート用タッϐングビス

表面仕上げ材アルミテープʢカット面ඃ෴ʣ

「/0"フロア」に下穴をۭけて、木ビス止めする͜ とができます。

੾นʢผ్⼯事ʣ࢓ؒ

ඪ準パネル

ඪ準脚

表面仕上げ材

タッϐングビス

間仕切壁

ランナー

耐Ր間仕切り壁を「/0"フロア」の上に施工する͜ とはできません。

εϩʔϓʢ߯੡Լ஍ʣ

εϩʔϓʢ໦੡Լ஍ʣ

্͕ΓΧϚνʢ໦੡Լ஍ʣ ্͕ΓΧϚνʢ464੡ʣ

ボーダー脚 ඪ準脚スロープʢ木੡下地ʣ

表面仕上げ材
表面仕上げ材

ボーダーパネル

ίンクリート用タッϐングビス

アルミテープʢカット面ඃ෴ʣ

ͦͷଞ⼯事ɾऔΓ߹͍ྫ 施⼯要領
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STEP1
ங基準๽および施工ਤに基ݐ
づき床面にׂ෇๽をଧちます。

STEP5
レイアウトに支持脚の઀着後す
͙にパネルを敷き込みロック部材
でకめ෇けます。

施⼯खॱ

表面仕上げ材ʢタイルカーペットなどʣ
の֯をࢦઌでఠみ上げて、開閉したい
パネルにかかる表面仕上げ材を取り
除いてください。
※表面仕上げ材には方向性があるので、戻
す時のためにҐ置、方向を記࿥しておいて
ください。
※必ず⼿袋を着用してください。

1
フサギ板を取り外してください。
ʢฆࣦにご注意ください。ʣ
※�5000/パネルはパネルリフターでパネルを
持ち上げてフサギ板を外してください。

3

࿡ レ֯ンνでロック部材ʢロックプレー
トとロックビスʣを取り除いてください。
ロック部材はฆ しࣦないようにご注意
ください。

2

ϝϯςφϯε

STEP2
レベラーなどにより基準となる支
持脚の 。さをௐ੔しますߴ

STEP6
ボーダーパネルなど取り合い部分
を施工します。

STEP3
長๮などを用いて支持脚のߴさ
を基準のҐ置にௐ੔し、ストップ
ボルトをకめ͜ みます。

STEP7
タイルカーペットなどを施工しま
す。当社ਪ঑カーペット糊塗布
量30～ 60H�m2ʢϐʵルアップ
型ʣ

接着剤接着剤接着剤

STEP4
ロックベースを取り෇けた支持
脚のベースプレートఈ面に઀着
剤を塗布し、ׂ ෇๽に基づいて
支持脚を設置します。

。は֤メーカーの施工仕様に従ってくださいࡉৄ※
ɹ�また、カーペット糊の塗り過ぎは、೪性が強すぎてパネル表面およびカーペットを傷つけ
る場合がありますので、ご注意ください。

4
྆⼿でパネルを持ってまっす͙ 上に
持ち上げてください。
必要にԠじてサッカーなどの持ち上
げ補ॿ۩を適時使用してください。
※�表面仕上げ材には方向性があるので、戻す
時のためにҐ置、方向を記࿥しておいてくだ
さい。
※�߯ 板のバリでέΨをする恐れがありますの
で、パネルを持つ際は、必ず⼿袋を着用し
てください。

施⼯खॱ�ϝϯςφϯε施⼯要領
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重量物の落下や、過度の衝撃を加えないでください。パネルが破損し、脱落する危険があります。
パネルや支持脚を勝⼿に加工しないでください。強度が低下し、パネルが破損したり、脱落する恐れがあります。
什器の搬入や移動、設置を⾏う場合は所定の養生を施し、静かに実施してください。
過度の荷重や衝撃によりパネルが破損する恐れがあります。
什器を設置する際は、アジャスターの設置面積がφ５０より⼤きく、かつパネル１枚にかかる荷重の合計が許容積載荷重※P6参照�

以下となるようにしてください。

配線などでパネルを外したまま放置しないでください。第三者が立ち入り思わぬ怪我をする恐れがあります。
区画表示をするなどして安全処置をしてください。

注意事項

注意事項 施⼯要領

警告

注意 フサギ板がない状態でフロアパネルを使用しないでください。穴に足が入るなど思わぬ怪我をする恐れがあります。
パネルや支持脚を取り扱う際は、切創防止のため、⼿袋を着用してください。
パネルの敷設の際は、パネル間に⼿をはさまれないよう十分注意してください。
パネルの着脱時に使用するパネルリフターで保持したまま、持ち運ばないでください。落下して思わぬ怪我をする可能性があります。
当社に確認した上でパネルの加工を⾏う場合は、保護⼿袋、防じんマスクを着用してください。

一般注意事項
設計上の注意
●フリーアクセスフロア以外の用途に使用しないでください。
●「パネルの傷、凹み」「経年によるシミ、汚れ」「つまずき、挫きのおそれ」があるので素地のまま使用しないでください。
●長尺シートで仕上げると目地が浮き出る恐れがあります。長尺シートは使用しないでください。
●パネル施工後、長期間部屋を使用しない場合は、パネルが結露する場合があります。定期的に室内や床下の換気を⾏ってください。
●重量用移動棚や輪転機のような繰り返し荷重や振動がかかる什器は、スラブ上の架台などに設置し、パネルと縁を切ってください。
●パーティションや扉をパネル上に設置した場合、パネルがたわみ、支障が生じる恐れがありますので、補強の必要性などについて当社にご相談ください。

施工時の注意
●カタログに記載の内容に従って施工してください。
●配線時のパネル着脱を考慮し、カーペットは７０㎜以上ずらし貼りしてください。
●�タイルカーペット施工の際のカーペット糊の量は３０～６０ｇ／㎡を目安にしてください。糊を塗りすぎるとパネルの目地に入り込み、開閉が困難になったり�
パネルの擦れ音が発生する可能性があります。また、着脱の際にカーペットを傷める場合があります。

●パネルや支持脚、副資材を保管する場合は、水が掛からない場所に置いてください。水に触れると錆が発生する場合があります。
●�重量物や、工事などの台車で運搬する場合は、過⼤な局所荷重がかからな
い様、通過する経路に右表に示す基準で木質板などによる養生を⾏ってく
ださい。

●傷がつく場合があるので、パネル同士を引きずらないでください。
●パネルががたつく恐れがありますので、支持脚のストップボルトの固定は確実に⾏ってください。
●�壁際のボーダーパネルは壁と競り合わないように、隙間を２㎜程度確保してください。廊下などの通路部では、ビス留めやバックアップ材の設置など�
「ずれ防止措置」をしてください。また、断面をアルミテープで保護してください。

重量物 養生方法
300㎏以下 2mm程度のベニヤ板かビニールシート養生
300㎏を超え500㎏以下 9mm木質材養生
500㎏を超え1000㎏以下 21mm木質材養生

重量物の什器搬入および設置上の注意
●重量物を移動、運搬する場合は、過⼤な局所荷重がかからないように、通過する経路に上表に示す木質板などによる養生を⾏ってください。
●転倒する可能性のある什器は、スラブまたは耐力のある壁に固定して、パネルや支持脚への固定はしないでください。
●１枚のパネルに荷重が集中する場合、パネル上に鉄板やフレームを敷いて荷重を分散させてください。

配線等パネル開閉時の注意
●パネルの取り外しを⾏った際には、ロック部材、フサギ板を元に戻してください。
●パネルの取り外しを⾏った際には、がたつき防止のためパネルを元の方向に戻してください。
●レイアウト変更、配線工事による加工やフロア部材の交換が必要な場合は、当社営業担当者までご連絡ください。

清掃時の注意
【タイルカーペットの場合】
●日常作業としてタイルカーペットは、業務用⼤型掃除機または家庭用掃除機にて清掃してください。
●定期作業としてパウダークリーニングを⾏ってください。
●パネルに水や薬品がかからないようにしてください。
●パウダークリーニングや染み抜きの方法は、清掃業者または表面材仕上げ材メーカーにお問い合わせください。
●日常作業として、掃除機による清掃またはモップなどによる乾拭きを⾏ってください。
●定期作業としてバフがけによる磨きまたは、クリーナーにて清掃を⾏ってください。汚れが落ちない場合は、剥離剤により塗布されているワックスを除去してください。
●清掃時に水分、クリーナー、剥離剤およびワックスが目地に入らないようにしてください。
●⼀般のワックスを使用する場合は帯電防止効果を阻害する場合がありますので、帯電防止用床材用ワックスを使用してください。

廃棄上の注意
●パネル、支持脚、副資材は⼀般産業廃棄物として、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき、適切な処理を⾏ってください。

【積載可能什器重量計算式】
パネルの許容積載荷重

パネル１枚当たりのアジャスター本数
積載可能な什器の重量�＝ ×�3
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